
参加型総合計画立案支援
ご提案書

HRT 代表取締役 大川恒



2019/3/242

ご提案内容

 ポジティブ/ホールシステムアプローチを核
にした参加型総合計画策定プロセスをデ
ザインします。

 ワールドカフェをはじめとした主な手法の
実施と定着を支援します。

 つぎの成果が期待されます。
 主体性・自律性に基づく内発的な参加・協働が

実現

 潜在的な可能性・強みに基づく都市・地域価値
の形成
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１．支援概要

 支援テーマ

 ポジティブ/ホールシステム・アプローチを活用した参加・協働型総合
計画策定プロセスのデザイン・実施支援

 目的

 地方分権改革の進展とともに、地域の特長を活かしたまちづくりや
地域の再生・発展が期待されるとともに、地域やコミュニティのパ
ワー（潜在力）を発揮させた公共サービスの設計・提供が求められて
います。

 これらを設計し、実現できる総合計画策定プロセスの設計と実施を
ポジティブ/ホールシステムアプローチを核に強力にサポートします。

 特長

 総合計画策定プロセスをポジティブ・サイクルでデザインします。

 これにより、主体性・自律性に基づく創造的な対話や協働が実現し
ます。

 同時に、市民価値や地域価値の共創が実現します。
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２．総合計画策定のニーズに対応

基本構想

基本計画

実施計画

• 基本構想では？

– トップダウン

– 職員（市民）参加型

• 基本計画では？

– 職員主導型

– 市民協働型

• 実施計画では？

– 戦略的事業形成

– 協働型事業形成
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策定方針に沿ったプロセスをデザインします
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３．基本構想づくり（二つのアプローチ）

ホールシステムアプローチで

（ワールドカフェを核に）

プロジェクトチームで

（シナリオプラニングを核に）

シナリオ構築

都市・地域としてのシナリオを導出

シナリオドライバーの抽出

不確実性が高く、インパクトの大きいドライバーを抽出

情報収集

論点データ SWOT タイムライン

目的の明確化

都市・地域ビジョン導出 行政の機能、役割の明確化
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集約WS

理念・ビジョン導出 実現への方向性

データ収集・分析

未来への想い データによる検証

フューチャーサーチまたはワールドカフェ（ホールシステム）

過去～現在 ありたい未来

ワールドカフェ（コアチーム）

基本構想の内容 ありたい姿（テスト）
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４．基本計画策定

シナリオプラニングを核に

（職員主導or市民協働）

望ましいシナリオの選択

行政の役割
市民・NPO・コミュニティの

役割

政策軸（施策）ごとにシナリオプラニング

職員中心で 市民協働も

基本構想を継承

ビジョン、都市・地域価値 財政制約など環境要因

AIなどを活用も

（重要で深刻な政策課題）

重要な政策課題
（中心市街地？）

チェンジアジェンダを
プラットフォームに

職員・関係者が一堂
に会して

ポジティブなサイク
ルへのせる
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５．地区別計画づくりでも

ポジティブ・アプ
ローチを適用

• AIインタビュー

• ワールドカフェ

個別ワークショッ
プの支援

• 対話の場づくり

• ファシリテー
ション

地区計画を集約

• 基本計画への
集約

• 実施計画への
連携

• 総合計画においても地区別計画を策定するケー
スが増えています

• まちづくり協議会などとの連携しながら、地区別
計画でも、主体性・創造性あふれるものにします
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６．実施計画づくりは？

基本計画策定プロセスを活かしながら、具体的な実施計画事業は、政策軸・施策ごと
に、策定方法を検討します

協働型事業については、市民ワークショップを主体に事業案を導出します

政策軸・施策ごとに戦略的事業の立案・実施

首長

市民職員

協働戦略性と経済
性確保

ビジョン・理念

地域価値・市
民価値の実

現
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大川恒 （おおかわこう）

E-mail: mail@infohrt.com
有限会社HRT 代表取締役（ http://www.infohrt.com/ ）
ワールド・カフェ・コミュニティ・ジャパン(WCJ) 副会長

1961年北海道生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。
シカゴ大学経営大学院でMBAを取得。
国内独立系コンサルティングファーム、日系人材開発研修会社、米系人材開発機関で、
企業理念の構築、組織変革に関するコンサルティング業務 、さらには、

リーダーシップスキル（ファシリテーション、チームビルディングなど）の研修実施と
プログラム開発など様々な経験を積む。現在、ワークショップ、セミナーを組み込んだ以下の
ような共創型コンサルティングを展開している。

◇ダイアログ、ホールシステム・アプローチ（ＡＩ、ＯＳＴ、ワールド・カフェ、フューチャーサー
チ）、システムシンキングを使った組織開発コンサルティング
◇学習する組織構築のための組織変革コンサルティング

共著には、『決めない会議』（ビジネス社2009年4月）、『ワールド・カフェをやろう』（日本経済
出版社2009年11月）などがある。
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国内の事例



imagine YOKOHAMA

設計
ワールドカ
フェ(200人、

1000人）

つながりイン
タビュー

ミニ・ワーク
ショップ

（オープン・ス
ペース・テクノ

ロジー）

（アクション
ラーニング）

ねらい テーマ、関係
性づくり

横浜市民の
想いを引き出

す

テーマの具体
化、アクション

へ

協働事業づく
り

事業の推進

• 都市ブランド共創プロジェクト「imagine YOKOHAMA
」：横浜市の「都市ブランド」を市民のみなさんの思
いと力を頼りに作っていくプロジェクト

• ポジティブアプローチによる設計

http://imagine-yokohama.jp/about/about.html

World Café AI (OST) (AL)
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イマジン・ヨコハマ（都市ブランドづくり）



イマジンまつど（基本計画づくり）
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ご参考



ポジティブ・アプローチとは？

• 組織や人の潜在的
価値や強みにフォー
カスし、それらの連携
により新たな成果を
生み出したり、ありた
い姿を描き共有する
ことを通じて、新たな
価値、目標、アクショ
ンを導く方法。

• 多くは、参加型アプ
ローチなので、ホー
ルシステムアプロー
チでもある。
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問題を特定化する

原因を分析する

解決方法を検討する

アクション・プランを作成
する

強み・価値を発見する

どうありたいか、最大の
可能性を描く

現実的達成状態を共有
する

新しい取り組みを始める

ギャップ・アプローチ

（問題解決アプロー
チ）

あるべき基準が外側
からくる

ポジティブ・アプローチ

ありたい状態が内側か
ら出てくる
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ホールシステム・アプローチ

 特定の課題やテーマにかかわるすべてのステーク・ホー
ルダーまたはその代表者たちが一堂に集まって話し合い、
全体の文脈を共有しながら、創造的な意思決定やアク
ションプランを生成する方法論の総称

 代表的な手法として、AI/OST/Future Search/World 
Caféなど

©HRT
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ワールド・カフェ

・ワールド・カフェは、メンバーの組み合わせを変えなが
ら、４～５人単位の小グループで話し合いを続けること
により、あたかも参加者全員が話し合っているような効
果が得られる会話の手法です。

・ワールド・カフェでの話し合いでは、その名が示すよう
にカフェのような、リラックスした肩の凝らない雰囲気が
できやすいことから、プロジェクトやチームの様々な利
害関係者の新しい関係作りを進めていきたい場合など
に使われることが多いようです。
・ 参加者数は、最低 16 人ですが、規模が大きくなって
も対応可能で、 1,000 人以上の参加者によるワールド・
カフェも行われています。ワールド・カフェは最低 2 ～ 3 
時間程度あれば実施可能だという手軽さや、プロセス
が比較的単純で、進行をリードすることが決して難しく
ないなどの利点があります。

『ワールド・カフェをやろう』（香取一昭、大川恒著
日本経済新聞出版社）より抜粋

©HRT
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シナリオプラニング

• 中長期的視点に立って、事業環境
を見通し、複数のシナリオを想定し
て、自社のビジネス戦略を検討する
手法

• ロイヤルダッチ・シェルがこの手法を
活用することで石油危機を乗り切っ
たことから注目

• 戦略策定と組織学習の二つの要素
がある

• 近年では、多様なステイクホルダー
が直接参加し、実践するケースが増
えている
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AI（Appreciative Inquiry）

 米国ケース・ウェスタン・リザーブ大学の
デイビッド・クーパーライダー教授（
David Cooperrider Ph.D.）が提唱

 NOKIA（ノキア）・英国航空・BP・NASAを
はじめ、多くの組織で導入され、輝かし
い成功実績を上げる『21世紀型の新し
い組織開発』プログラム

 人や組織の潜在力や強みにフォーカス
し、それらを最大限活かした人や組織
の成長や発展を促すアプローチである

 地域開発のケースとしては、イマジン・
シカゴが有名に。国内では、イマジン・ヨ
コハマ、イマジンまつどプロジェクトが進
行している。

ドリーム：理想
像の共有

デザイン：協働
による変革の

設計

デスティニィ：
変革の実現

ディスカバ
リー：潜在力

の発見
ポジティ
ブ・コア

チェンジ・
アジェンダ
＆トピック
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フューチャー・サーチ

フューチャーサーチは、マー
ヴィン・ワイスボード氏とサンドラ・
ジャノフ氏によって1987年に提唱
され、95年に現在の形に完成さ
れた。

利害の異なるステークホル
ダーが一堂に会して、過去と現在
の状況について共有したうえで、
参加メンバーが望む未来を確認
し、協力関係を生み出し、参加者
が自己の責任においてアクショ
ン・プランの作成を行う構造化さ
れたプロセスによる話し合いの手
法。 ©HRT
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オープン・スペース・テクノロジー

• １９８５年にハリソン・オーエン（Harrison Owen）
氏により提唱された。

• 関係者が一堂に介し、参加者が関心を持って
いるすべての課題について納得するまで話し
合い、その結果を参加者全員が共有すること
ができる。

• また、重要なテーマについては、そのアクショ
ンプランが生成することができる。

数人から数百人全員が一堂に会して主体
的に話し合い、人々の自律的な関与を引
き出し、組織や地域の壁を超えた問題解
決への取り組むファシリテーション手法

©HRT
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